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　　読まずにいられない物語　（１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パリピ


「…これ、全然読む気しない」

　彼女はおもむろに手元のスマホ画面から顔を上げて言った。

「なんで？」
「字ばっかじゃん」

　私を見上げて責める様な表情。すぐにまたスマホに顔を落とし、つぶやくように言う。

「キツ…」
　…キツ？　キツい？　

「いや、でもさ…」
「マジ無理。はい終わり。」
　彼女はアプリを閉じた。たまらず聞く。

「本、読んだことないの？」
「あるよ」
「どんな本？」
「絵本とか。…あと教科書とか」
「本じゃねーし」
「本だし」

　今に始まったわけじゃない彼女の身もふたもない返事に押されつつ、私も食い下がる。

「そもそもお薦めないか聞いてきたのそっちでしょ？　そんな言い方ある？」
「なんか面白いことないか聞いただけじゃん」
「だから私のイチオシ薦めたんだけど」
「ごめん。本とは思わんかった。これは無理」
「何が無理なの？」
　昼下がりの公園のベンチで、二人並んで座って話す、何てことはないひと時。
「めんどい」
「何がめんどいの？」
「えー…これ全部読むんでしょ？　ないでしょ。この時代に」
「時代？」
「知らねーし。ウケる」
　彼女はずっとスマホをいじりながら話し続けている。

「ウケないよ。何が無理なん？」
「文字」
　…文字が無理。じゃあもう読み物は全部無理だ。










　その時、二人の足元に偶然落ちていた古い雑誌のタイトルが、私たちの目に飛び込んできた。





















「…オール読物？」

「カハァッ！」
　そう叫び、彼女は反射的に立ち上がって上半身をくの字に倒した。
「ちょっと、何なの？！」
「ありえねぇっ！」
　きつく目をつむり、絞り出すように言う彼女。
　何がありえねえ？　…カハァ？
「オール読物？ 拷問かよ…」
 　肩を上下させて息を切らし、興奮を抑えきれずにいる彼女に、私はなだめるように言った。
「字ばっかりだからダメってことなの？　じゃああんたの最近のお薦め教えてよ？。何が面白いの？」
「えー？…何だっけ。あー、これかな」
　意外にあっさり立ち直ったのか、そう言って彼女はスマホの画面をこちらに見せてきた。
　そこには、tiktok上で延々繰り返される、高校生男女のとりとめない会話を編集して作ったらしい映像が映し出されていた。
「…」
　何も言えない。
　私の反応がイマイチだと分かると、彼女はすぐにスマホを引っ込めた。消極的な動作とは裏腹に、その顔には満面の笑みが浮かんでいる。
「オモロくね？」
　力強い一言に一瞬まごつく。
　おネエ言葉を使うくねくねした男子が「それな～」とか言ってる動画。
　正直、価値が分からない。
「…ていうか、よく見えんかった」
「見てたっしょ」
「いや本当。しまうの早過ぎ」
「じゃ、もっかい見る？」
　何のためらいもなく彼女がもう一度動画を見せてくる。
　いや、もういい。思う間もなく同じ速さでしまわれる。
「だから速いって」
「いやこの段階で笑ってないってことは無理っしょ。あんたとは合わん」
「じゃあそもそもあたしにお薦め聞かないでよ！」
「あー…ゴメン」

　新型コロナウイルスという未知の病原菌が世界中に蔓延し、急にどこへも外出できなくなった２０２０年、日本の春。これまで自分たちが慣れ親しんできたエンタテインメントだけでは飽き足らなくなった人々が、新たな刺激を求めて仲間同士お薦めを聞き合うこんな一コマが、街中にあふれていた。

「何がエンタテインメントだよ。エンターテイメントだろっての」
「しっかし、さっきのは久々ビビった」
「何が？」
「オール読物。鬼だろ」
「もういいじゃん…」
　疲れたので、二人で近所にタピオカを飲みに行った。
「あー…疲れた時はタピオカに限るわ」
「もう流行ってないけどね」
「いんじゃね？」
「まあねー」
「それな」
「…何なのそれ？」
　彼女の定型の返しにそう挟まずにいられない私は、同世代の中では珍しい部類に入ると思う。言葉づかいに厳しい母親の影響が強いのかもしれない。
「あんた、またごちゃごちゃ考えてない？。ハゲるよ？」
　彼女はいい加減なようで時にするどい。図星だ。
　ごちゃごちゃ考えていた。
　流行っている言葉を時々こっそり使ってみる物の、自分でもハマってないのが分かって焦る。そのせいで、いつも世界に拒絶されている感じがする。
　完全に嘘だ。
　ちょっとカッコつけた。
　…嘘？
　ふと思い当たったので彼女に聞いてみた。

「フィクションだから読めないってこと？」
「は？」
「フィクション」
「何それ？」
「創作ってこと」
「ソーサク？」
　美人だけどヤンキー風の顔に浮かぶ、完全にゼロの表情。
　彼女が口にした『ソーサク』という言葉は、多分何も指してない。
「嘘でしょ？ あんたバカのフリしてんじゃないの？」
　頭に来て思わす言ってしまったが、そうじゃないことは彼女の顔を見れば分かる。これが芝居だったら逆に怖すぎる。
「だから、フィクションていうのは、頭で考えたお話ってこと。本当のことじゃなくて」
「へー」
　やや懸命な私をよそに、相変わらず退屈そうな顔。
　私はあきらめて、今度は彼女をなだめにかかる。
「いいじゃん、聞いてよ。どうせ暇でしょ？」
「それな」
「もーそれ、ヤダ！」
　心が折れかける。
　そもそも私は今、何をしてるんだろう？
　彼女が言った。
「つーか何聞かれてるか分かんないんだって。さっきから」
　もっともだ。…だからまあ、結局はこの本を読んで欲しいだけなのだが。
　でも、今の彼女の言葉でやっと普通に話せる糸口をもらった気がする。
　私は出来るだけ簡潔に伝えようと頑張った。
「いや、だから、本って、ていうか小説みたいなお話って、大概作り話じゃん？。だから面白いと思えないんかな？　ってことを聞いたの。私は」
「は？」
「違う？」
　どうやら違うらしい。
「ドラマとか普通に見るし。あんなの全部作り話っしょ。でもおもろいじゃん」
「そうなんだ」
　じゃあ、あくまでも読み物が辛いっていう話なのか…。
　ならやっぱり、彼女の好みを具体的に掘り下げれば、何か突破口が見つかるかも知れない。
　幸い格好のヒントが出た。
「最近面白かったドラマって何？」
「ん？、忘れた。なんか、…ヤベーやつ」
「それで分かるわけないでしょ？」
　彼女だけじゃなく、周りの子たちとかでも、私にとっては言葉が足りてない人が本当に多いと思う。よくそれで伝わると思ったな、というところで説明が終わってしまうか、そもそも説明してくれないのだ。
　お構いなしに彼女は話し続ける。
「あの、太ったジジイいるじゃん？。メガネかけた。あいつが作ったドラマだって兄貴が言ってた」
「ああ、『あなたの番です』ってやつか。観てないんだよね」
　最近本当にテレビを観なくなったけど、ハマった何人かの子が熱く語っているのを聞いたことがある。去年流行ったテレビドラマ。
　彼女が『おや？』という顔をして一瞬スマホから顔を上げた。
「そんな題名だっけ？…あれだよ？、何か吸血鬼のやつ。アメリカの」
「え？ アメリカのドラマ？　じゃ違うか。太ったジジイって秋元康のことかと思った」
「秋元？、誰それ？」
「嘘でしょ？　ＡＫＢとか坂道グループとか、アイドルのプロデューサーの」
「知らん」
　意外な展開。秋元康を知らない？。そして彼女がアメリカのテレビドラマを観てるのがまずびっくりだ。思わず聞いてしまった。
「あんた普段何見てんの？」
「ＹｏｕＴｕｂｅとtiktokとネトフリ」
「ネットフリックス？ マジで？。意外」
「あとイチナナとかの配信」
「マジか」
　イチナナは一般の人がスマホやパソコンで配信して、リアルタイムに視聴者と触れ合う人気のアプリの一つ。今や沢山の配信系アプリがあって、そこらを歩いている人に数万人のファンがいたりする。
「まあヤバいね。あれは。働く気なくすね」
「イチナナのこと？」
「だってさ、別に何てことない子でもガンガンに高額アイテム投げられたりしてるし、Ａｍａｚｏｎの欲しリスにある物バンバン送られてくんだよ？　よくね？」
　…日本語？
「…え、でも待って、じゃあ、あんたのお薦めって？…アメリカの吸血鬼のテレビドラマって…」
「ん、これ」
　彼女がこちらに差し出したスマホの画面を見た。

「…ストレイン！？」

「マジで怖えーの。ただごとじゃねえっつーか」
　ありえない。結構マニアックな数年前の海外配信のテレビドラマ。
　ホラーだし。じゃあ太ったジジイって…
「でもそのドラマもよく考えたら途中までしか見てねーわ。兄貴が見てたから見てただけだし。飽きた」
　そもそもは彼女のお兄さんの趣味にたまたま付き合ってのことだったらしい。でもそうか。本は読めないけどドラマなら観るのか。
「ドラマはたまに見る。『今日から俺は』とか」
　確かにテレビドラマなら、登場人物の姿形や声をイメージしたりしなくていい。どこで誰が何をしたのか、全部、ただ見てれば分かる。
　そう考えると、文字を追い、読みながら想像するというのは、やはり途方もない労力がいることなのかもと思う。
　彼女の興味の視界に入れてもらえる鍵は…ジャンル？
「あんた、ホラーが好きなん？」
「全然。『今日から俺は』見たことねえの？」
　ない。
「え？、じゃあ何でストレインにハマったの？」
「ハマってねーし。最後まで見てねえし」
　一瞬ハマった時のことを聞きたいのだが…
　彼女には常に『今』しかないらしい。
「それでイチナナ？」
「そういうわけでもねーかな。たまたま。ふわっちとかね」
　『ふわっち』も新興の配信アプリの一つ。さっきも少し触れたけど、こうしたアプリで、今や誰でも発信する側に回れる。収益が出るようシステム化されてるので、もはや配信だけで生活している人も相当数いるらしい。
「でもさー、承認欲求言い過ぎなんよね、みんな。そんなんあるに決まってんじゃんねえ？」
「…承認欲求でやってるからダメって批判する人がいるってこと？」
「ちょっと何言ってるか良く分かんねえ」
「なんでだよ？」
　私らの世代はテレビよりネットの方が日常的なので、人によっては世間にはほとんど知られてないこうしたアプリの配信者の方が、メディアを席巻する有名人より圧倒的に眩しかったりするだろう。
　ただ彼女はそれほどお気に召さなかったみたいだった。
「あたしあんま金ないからさ。あれって結局、投げれんとキビしいんよ。無理っつーか。推しに申し訳ねえし。だから聞いたんだって。何かない？って」
　投げるというのは、配信者におひねりの様に課金していくことを指す。その行為が、ひと時、単なる視聴者に過ぎない自分の存在価値を上げ、額が大きいほどお目当ての配信者の株を上げてもいくので、投げる人の自尊心は満たされるし、投げられる方はその配当で潤う、というシステムだ。
　彼女はそもそもお金が無くてハマれなかったらしいが、代わりの何か面白い物、自分の退屈を本当に紛らわしてくれる物を探している、ということが分かった。
「そういうことか…」
「何が？」
　バカみたい。大好きだ。

　二人で街中を歩いていた。歩きながらタピオカを飲みながらそんなとめどもないおしゃべりが出来るのも、もうこの時だけかも知れない。
　来年は受験かあ…。嫌だなー。
　傍らを、例のバカでかい音を鳴らして走る、女性専用求人会社の宣伝カーが通り過ぎて行った。
「あれ凄いね」
「何が？」
「あのメロディー。一発で覚えるじゃん。歌詞も」
「『天気の子』にも出て来たわ。確か」
「あー、バニラの？」
　二人は、猟銃に弾を込めてその車の後ろタイヤに打ち込み、パンクさせ、路肩にぶっ倒したい誘惑にかられるにはまだ若かった。
　何か急に、口をついて本音が出た。
「男子ってしょーもないよね」
「それな」

「…男どもの話？」
　突然、全く知らないおばさん２人組が、私たちの間に割り込んでそう言ってきた。私たちは顔を見合わせると、瞬時にその場を逃げるように走り去った。
　逃げ切った所で、息を切らしながら彼女が聞いてきた。
「何？、誰？、今の」
「知らないよ！　あんたのお母さんじゃなかったの？」
「は？、それで何で逃げんだよ！　第一もっと若ぇし。いっつも姉妹に間違われるくらいだっつーの。あんなＢＢＡじゃねーよ」
「ひど」
　そんなおばさんって感じの人たちでもなかったなあと、私は二人の姿をあらためて思い出しながら言った。
「あの人たち何で急に入って来たんだろ…」
「さあ。…何の話してたんだっけ？」
　今の出来事がインパクトあり過ぎて、本当に全部忘れた。
　毎日、毎瞬間が、こんな感じに過ぎていく。
　それはそれで楽しい。
「で？　あたしら今までどんな話してた？」
「…ジャニオタが痴女化して、大暴れした話じゃね？」
　彼女は大まじめにそう言った。ボケてるつもりか？。全然面白くなくても、相手に乗っかって楽しくするのが私たち流のルールだ。
「してねえわ。つーかジャニオタが痴女化？ どこで？」

「しまむらじゃね？」
「…どこでもよくね？」

　私たちは顔を見合わせてハイタッチした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（了）










　　　読まずにいられない物語　（２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パリピ

「こんなもん読めるわけねーだろ？」
「何で？」
「内容がねえから」
「そう？、笑ってたけどな」
「誰が？」
「夢太朗」
「誰それ？」
「あ、噂をしてたら来やがった。おーい夢太朗！」
　我が校の濃紺のブレザーを爽やかに着こなしたイケメンが登場した。
　似ている芸能人の名前を上げればイメージしやすいのだろうが、ここでは敢えて控える。
　夢太朗は永瀬廉（King & Prince）と曽田陵介に瓜二つだった。
「まじイケメンじゃん！」
　ギャルキャラの麻巳子が思わず立ち上がってそう叫んだ。
「お前に夢太朗は無理」
　夢太朗を呼び止めたクラスメートの佐沼ファリシ、通称サファリがそう言った。が、麻巳子の耳にそんな忠告はいっさい入っていないようで、ぐっと夢太朗に歩み寄った。
「超絶イケメンじゃん。マジ久々湧いた。つーかカラ館行かね？」
　すると、麻巳子とはさして共通点がなさそうなのに、何故かいつも一緒にいることの多い黒髪小動物系女子、加地 菫（かじ・すみれ）が、すかさず彼女をたしなめた。
「ちょっと、イケメン見るとすぐのぼせるの悪い癖だよ。いつもロクな事ないでしょ？」
「んなこと言って毎回あんたもついてくんじゃん。え、マジ誰？　彼、ビンタの何？」
　ビンタと呼ばれた、さっきからその場の中心にいるガタイの良い男子に麻巳子は聞いた。
「さあね。俺も知らねーよ。うちの制服着てるってことはここの生徒だろ」
「え、嘘っしょ？　うちのガッコにこんな奴いたっけ？　え、彼女いんの？」
「麻巳子がっつき過ぎ。初対面で唐突に何聞いてんの！？」
「は？、何？　焦ってんじゃねーよ。つかいっちょ前に狙ってんじゃねーよ」
「そんなんじゃないよ」
　女子たちが始めた小競り合いを前に、そんな物はどこ吹く風のイケメン、夢太朗。これだけ恋に積極的な麻巳子が持て余すだろうという夢太朗とは、一体どんな男なのか？

「そのエピソード、ちょっと待ってもらえませんか？」
　それが、夢太朗の第一声だった。

「てかちょっと待って」
　存在感空気の男、佐沼ファリシ（通称:サファリ）が割って入った。

「…これ、わけ分かんなくね？」

「ん？」
　ビンタが応じる。
「てかこの会話だよ。全然、何のことか分かんなくね？」
「それな」

「サファリ黙れ」
　麻巳子が言った。
「それより夢太朗さんの話？、聞きたい」
　すみれがそう言うと、渋々といった感じでサファリは口を開いた。
「まあそれにはこいつが常日頃からやっているっていうオナ…」
「佐沼ぁッ！」
　突然、夢太朗がサファリを苗字で叫び、それ以上続けるのを制した。
「…お前、いつの間に俺を呼び捨てするようになったんだよ？。てかこいつ、昨日転校してきたんだぜ？」
　サファリはその場にいる皆に向かって言った。
「転校生！　だから知らなかったんか！」
　また麻巳子が湧く。
「ごめん。でも、あの話、僕のオリジナルじゃないんだ。ある人からの完全な受け売りなんだけど、でも本当にそうかもと思って。で、そういう目で世界を見てみたら…本当にエキサイティングで。ただそれは女性たちにとっては不愉快なことだろうっていうのも分かってて。だから…ごめん」
　喋り始めた夢太朗の声もまた、容姿同様、永瀬廉と曽田陵介、その人だった。

「何のことだかサッパリだ…」
　ビンタは頭を抱えた。

「あんたは黙ってな」
　麻巳子がバッサリ切る。

「ここに、全ての答がある」
　夢太朗はブレザーの胸ポケットから小さな録音機器＝ＩＣレコーダーを取り出して言った。
「これは、知り合いがそのことを話してくれた時の音源で、僕はこれを繰り返し聴くことで、この考えの核心に触れた気がした。これを聴く前と聴いた後では、世界の見え方が２４０度違ったんだ」
「微妙な角度だな…」
　サファリは思った。
「何回も何回も繰り返し聞いて、声の大きさ、話し方の抑揚、どういう順番で話をすれば人を引き付けられるのか、そうしたことを、これを聴くことで学んだ。丸８年、毎日何度も聴いた。そうすることで、バラエティー番組なんかでも臆せず話が出来るようになったんだ」
「…何の話？」
　ビンタが聞いた。
「つーかそれ、武井壮のエピソードじゃねーか！」
　サファリが吠えた。
「武井壮？」
　すみれは武井壮を知らないようだった。
「…８年前って、あんた９歳じゃん。嘘ばっかかよ？」
　麻巳子が言った。
「だから言ったろ？　こいつはヤベーんだって」
　サファリはため息交じりに言った。
「武井壮って意外にいいこと言うよな？」
　ビンタが挟んできた。自身体を鍛えているので、陸上１０種競技デカスロンの元チャンピオンで、タレント活動もしている武井壮には、実は共感する所も多かった。
「んーなことどうでもいいんだよ！」
　サファリが言った。
「こいつ多分ド変態だ。なまじ顔がいいから、女子は皆、クソひでー目にあうぞ」
「何言ってんだよ。単なるモテない野郎のひがみだろ？。夢太朗…てか夢って呼んでいい？」
　言いながら、麻巳子は夢太朗と距離を詰めて腕を取った。
「はあ…」
　おずおずと夢太朗が応えたその時、彼が机の上に置いたＩＣレコーダーの再生ボタンをおもむろにすみれが押した。
　その場に、割とクリアな音で甲高い男の声が流れ出した。

「…女博覧会や」

　癖の強い関西弁。
「…女…博覧会？」
　この音声が録音されたであろうその場にもう一人、最初の声の主とは別の男の声が聴こえる。夢太朗だろうか？

「せや！ 自分もいっぺんそういう目でもって街歩いてみぃ！ 無限に楽しみあるで！　顔、胸、尻、脚、くびれ、髪、肌、服、見るとこ無限にあるし、それが次から次へとわんさと来るんやから、こない楽しいことないで？　しかも完全にタダやしな。バリエーション無限や。最っ高やで。しかも最近みんなプチ整形しとるやろ？　むっちゃ可愛いねん。整形イヤなんは自分の子供にブサイクが遺伝するからやんか？　それがないなら、見たりヤッたりするだけなら全然問題あらへんやん？　ほんま、以前は渋谷とか横浜行かんかぎりありえへんかったレベルの子らが平気でそこらじゅうぎょうさんおんねん。最っ高やろ？」

　一瞬でその場の空気が変わった。思わずビンタが声を上げる。
「これ…」
「黙って」
　すみれが制した。
　麻巳子は夢太朗の手を放し、もはや腕組みをして聞いている。
　夢太朗はと言えば、あれ程そのエピソードを披露することを事前にはためらっていたのに、どちらかと言えば恍惚とした、何とも言えぬ表情で音声に聴き入っているようだった。
　皆、そのまま音を聞き続ける。再び声の主が語り始めた。


「わしな、イスラム圏の人らが何で女は人前で肌を一切露出したらあかん言うてるんか、ホンマに死ぬ程よう分かるんよ。こない楽しいこと、何やよう分からんけど他の男にさせてたまるか思う奴、そら居てるよな？　女は価値や。価値そのものやねん。とにかく女博（おなはく）、一回そのつもりで街歩いてみ？　暇な時間なんて一切のうなるで？　女の子らに気兼ねすることなんてあらへん。あの子ら見られるために一生懸命おしゃれしてんねんから。ま、そら俺のためではないやろ。おしゃれも、化粧も、整形も。そこを堂々と真正面からくすねてる感覚がまた最高やねんな。ちょっと近づけばええー匂いや。夏じゃのうてもブラ紐、パンツの線も見え放題！　顔、乳、くびれ、尻、足！　至近距離たまらんわ。まあ女も究極的にはわしら男を見た目で値踏みしてんねんから、お互い様やで。どや、女博。わし天才やろ？」
　そこまで流れたところで、夢太朗が再生ボタンを止めて言った。

「もう充分でしょう？」
「こっちのセリフだよ！　キモイもん聴かせやがって！」
　麻巳子は明らかに怒っていた。
「勝手に再生ボタンを押したのは彼女でしょう？　僕は無理に聴かせる気はありませんでした」
「じゃあさっさと止めろや！」
「誰も止めようとしませんでしたよね？」
「…え、この考えに共感してるってことなんですか？」
　すみれが不審げに夢太朗を見ながら聞いた。

「平たく言えばそうです」
「平たく？」
　すみれが聞いた。
「簡単に言うと、という意味です」
「難しい点あります？」
　すみれも麻巳子同様、苛立っているようだった。
「あの…ことはこの音源に皆さんが思うことよりもう少し複雑で、説明を要すると思っているということです。それに、しっかり話せば、女性にもわかってもらえる考えだとも思っています」
「へえ。じゃ説明してみなよ」
　麻巳子が言った。
　夢太朗は皆に聞いた。
「それよりまず、率直に言ってどう思いました？ この音声」
「めちゃくちゃ気持ち悪いです」
　すみれが即答した。
「でしょうね」
「あたしもしょっちゅう感じてるよ。街歩けばさ、頭の先から足の先までなめるように見てきやがるバカがいるよ。男。超きめえ。ぶち殺してえって前々から思ってた。こういうことかよ」
　麻巳子が言った。
「いや、これはこの人の場合で…」
「だから早く説明しろって」
　弁解気味の夢太朗に、麻巳子は即被せた。
「つまりこういうことだろ？」
「黙れ」
　麻巳子は、口を開きかけたビンタをも秒で制した。

　夢太朗が切り出した。
「あの、少し前に、斎藤由貴という女優さんが不倫したっていう週刊誌の記事を見たことある人、いますか？」
　一瞬、微妙な間が出来たのをその場の誰もが感じた。
　それがどういう類の沈黙なのか、そもそも皆が同じ情報を共有しているのか、一人一人は知る由もなかった。
「いや、ちょっと待て…」
「もうまじビンタいちいち止めるなよ！　それがどうしたんだよ？」
　麻巳子が誰よりも先を聞きたがった。
「あの記事で、相手の男性が彼女のパンツを頭に被ってる写真が載ってたの覚えてませんか？」
「知りません…最低」
　すみれが身の毛もよだつといった顔で、その身を少し麻巳子の後ろに隠すようにして声を絞り出した。
「あれが世に出た時に、僕もみっともないなあとは思ったんですけど、同時にこうも思ったんですよ。好きな女の子のパンツ被ってみたいと思わない男って、多分そんなにいないんじゃないの？　って」
　夢太朗が言った。
「…それで？」
　麻巳子はいたって真剣に聞いた。
「だって、生物の本能じゃないですか？　種の保存って。だから放っておいても人間は、異性の身体、特に下半身に興味が向かっていくよう、男女ともにプログラミングされてるはずでしょ？」
「単に種の保存が目的なら、下着被る必要ないと思いますけど」
　まじめにすみれが言う。
「そうなんですけど、まあ一環としてそんな欲求を持つ人がいたとしても別に不思議じゃないですよね？」
「…で？」
　麻巳子。
「で、そうやって男女が異性を性愛の対象として見るっていうことがまずあって、でそれは生物の根源的な目的、種の保存のためで、ってことは分かってるのに、一方でこれを互いに強烈に拒絶する場面があるじゃないですか？」
「おめえさ、もうちっと簡単にしゃべれねーの？　意味が分かんねーんだよさっきから」
　麻巳子は、先程までの夢太朗への入れ込みが嘘のように、不機嫌そうに言った。
「だから、例えばこういう話を大っぴらにされた場合、女性の方が圧倒的に拒否感強いじゃないですか？」
「あたり前です。セクハラじゃないですか？」
　すみれが言った。
「それに異議を唱えたいんですよ」
「何でだよ？、ドスケベ野郎。勝手に唱えてろ。おい、すみ、帰ろ」
　麻巳子がすみれに呼びかけ、席を立ちかけた。
「いや、ちょっと待て」
　ビンタが口を挟んだ。
「一番聞きたいとこじゃね？」
　サファリも止めた。
「キモイだけなんだけど」
　麻巳子も引かない。
「だから、そういうことを女性がことさら不愉快に感じるのも、単にプログラミングの産物なんだってことですよ」
　夢太朗は淡々と語った。
「どういうことですか？」
　すみれが真剣に聞き返す。
「単純に種の保存こそが全ての生命体の生存理由だというなら、どんどん子孫を増やすことこそ美徳とされているはずですよね？　だから、そうした男性が女性に送る好奇の目や性的なアプローチは、本来無制限に大歓迎されるはずなんです」
　麻巳子とすみれは、これを聞いてすぐに拒否反応を示した。
「はあ？」
「街中でじろじろ見られたり、痴漢されたりしても、喜ぶはずだってことですか？　ありえません」
「そうですよね？　ではなぜそうなっていないのか？　僕の考えた答はこうです」
　夢太朗は伸ばした腕を軽く左右に広げ、雄弁に言い放った。

「人間は、独り立ちするまでに、とにかく時間がかかる生物である」

「…はい？」
　麻巳子が目をパチクリさせている。
「親が手取り足取り教えて、ようやく次の生命を作れる個体にまで成長するのに、20年近くかかってしまう。他の生物に比べて、成熟するまでの期間が圧倒的に長いのが人間です」
「だから何？」
「だから人間の女性は、そんなに度々異性からのアプローチを喜んで受け入れてはいられないってことです。子供が成人するまでの安全で確実な巣を一緒に築いてくれる相手、つまり、自分だけとずっと一緒にいることを決めてくれる相手にしかチャンスを与えてはいけないことを、本能で知っているんです。その事実が、どんな男性でも一旦は拒絶する身振りへとつながっている」
　皆、あることに気が付いた。夢太朗の声は、淡々と落ち着いていて、何を話していてもとても心地がいい。そうじゃなきゃこんな理屈っぽい話、聞けたもんじゃないかも知れない。
「何が言いてえんだよ？」
　麻巳子が聞いた。
　本当に意味が分からなかった。
「男性からのアプローチを一旦違和感を持って受け取ることは、女性が種として元来持っている習性だということ。それが証拠に、イケメン、普段は好感を持ってるような容姿の持ち主からの視線でも、気味悪いと感じるでしょう？」
　そう言われれば、麻巳子にもすみれにも心当たりはあった。
「つまり、その不快感はサインなんです。それをハナから理解していれば、もう少し冷静に対処できるのではないでしょうか？」
「嫌な物を嫌だと言って何が悪いんですか？。女性が自分自身で身を守ることを否定するんですか？」
　すみれが言った。
「いや、そんなことは言ってないです」
　夢太朗は１ｍｍも引かなかった。
「その不快感は動物的な所から来ているもので、それ故に強いから思わず理性を失ってしまうけど、仕組みが分かっていれば、そんなに動揺することは無くなるのでは？、という話です。そしてそうした局面で常に理性的でいられるなら、それは女性にとっても、色々とことを有利に進めるのに都合がよいのではないかと思うんですよ」
「マジで何が言いてえのか全然分かんねえ」
　麻巳子が言った。
「ピンと来てもらえるように言い換えましょう。異性関係において、女性は常に、ただ一人の本命を探しているということです」
　憂いを帯びた、それでいてうっとりしているようにも見える表情のまま、夢太朗は続けた。
「しかし、片や男性は本来、無限に子孫を増やしたいという本能を持っている。だから常に無意識に複数の異性を目で追ってしまうし、何ならアプローチしたいと思っている」
「だから何なんだよ？」
　麻巳子は言った。
「気づきませんか？　お互いが元々持っている資質が噛み合ってないんですよ。男女で。これじゃうまくいくはずがないでしょう？」
　夢太朗がドラマの名探偵のように振る舞い始めた。
「…やっぱり、女はそういう、男の視線とか行動とかを嫌でも我慢しろって言ってるようにしか聞こえません」
　不信感１０００の眼差しですみれが言った。
「違います」
「じゃあ何なんですか？」
「さっきの頭に恋人のパンツを被ったお医者さんの話、覚えてます？」
「不倫相手だろ？」
　サファリが補足した。
「まあそうなんですけど、そん時テレビで女子高生コメンテーターがそのことについて感想を求められて、やっぱり『吐き気がする』的なことを言ってたんですよ。でも僕は、もう少し余裕があってもいいかなって」
「どういうことですか？」
「好きな異性のパンツ被って喜んでる男を見ても、馬鹿だなって言って男女共に笑う余裕があるくらいの社会がいいと僕は思ってるんです」
　あくまで真面目な夢太朗の語りがその場の時空を歪めていくのを感じながらも、女性陣、ことにすみれは嫌悪感を示さずにいられなかった。
「だから何度も言いますけど、女は我慢しろってことですよね？」
　夢太朗は静かに打ち返し続ける。
「違います。だってこれ、単純に好き合ってても女性はこの行為を不快に感じるんですか？　僕は好きな相手とだったら、特に人には見せられない部分を共有できるっていうのは、むしろ強い喜びなんじゃないかとすら思うんですが。どう思います？　現に自分のパンツを彼に被られた女優さんは、写真の中で笑ってたよう記憶してます」
「それ、ややこしいのは、例えで出してるのが不倫だからさ」
　ちょいちょいサファリが入って来る。
「不倫不倫うるせーな」
「…麻巳子どうした？」
　不機嫌が極まった感のある麻巳子にサファリが思わず声をかけた。
　麻巳子の両親は彼女が中学生の時に離婚している。原因は父親の浮気。当然、不倫の話題自体不愉快に感じる。
　この場でそのことを知ってるのはすみれだけだった。
「だから…まあ僕が言いたいのは、そもそもランダムな人間の性行為って、もっと機会を増やした方がいいんじゃないの？、ってことなんです」
　その場が静まった。
「…今、何て？」
　麻巳子が言った。
「あくまで問題は性行為の社会的な受け止められ方だと思うんです。それが今みたいでなければ、もっと皆の心は軽やかになる」
「どういうこと？」
　誰もがそうとしか聞けなかった。

「ひとまず最近、性的な行為が全て、男が女に押し付けた暴力みたいに語られてしまっていることが多過ぎると思う。全部がそうじゃないだろって。僕は女の子が大好きで、傷つけたいなんて全く思ってないです」
「何か、論旨が巧妙に曲げられてませんか？」
　すみれが言った。
　悲しい程にイケメンな夢太朗がさっきの様なことを言った場合、どう反応していいか分からなくなる女子が多くなることは想像に難くない。
　実は麻巳子とすみれも、ことここに及んですら、魂の奥底では例外ではなかった。
　が同時に、理性では強烈にそのことを否定したかったし、腹が立っているのも嘘じゃなかった。だってこいつは、常にてめえが気に入った全女にそう思っているのであって、私を初めとする、ただ一人の女性のためにではないのだ。
　その時、不意にまたＩＣレコーダーが勝手に作動し、音声が流れ始めた。
「…ドラゴンボールって漫画あるやん？、あれに元気玉ってあるやん？　少しづつパワー分けてもらって力を強大にする奴。女博はそれのエロ版やねん。少しずつ街の女の子たちからパワーもろて、ソープ行く回数減らしたんねん。節約や！」
「…どういうこと？」
　本当に嫌そうな顔で吐き捨てるようにすみれが言った。
「アホが。高校生がソープ行かねーだろ」
　ビンタもフォローに回る。
「これは僕の兄の友人の発言です。兄は聞き役になっている。二人は大学院生です。でもそんなことは問題じゃない。僕はこうした深イイ話を聴くのが大好きで、こういう音源を集めてるんですよ」
　夢太朗があくまでもエレガントに言った。
「どこが深イイんだよ！」
　麻巳子。
「人間が本能を理性で飼いならすようになる世界。理想的だと思いませんか？　恐らく、あらゆる局面でクソみたいなことが劇的に減ります。僕は、人間の知性だけを信じたいんですよ」
　夢太朗が言った。
　ここで音が一旦途切れ、音源中で全然違う会話が始まった。
「あ、これもいいですよ」
夢太朗が誇らしげに言う。
不思議と誰も拒否はせず、そのまま聴き続けた。若い、恐らく20代中盤くらいの男女の会話。
　食器のぶつかりあう音が時々背後に聴こえることから、場所はどこかのレストランだと思われた。
「俺、ＡＶでもレイプ物だけは絶対理解出来ないとか思ってたけど、あれ、最近分かったんだよ」
「何が？」
「結局さ、一番理解出来ない受け入れがたい相手が、一瞬の内に受け入れていい存在に変わるっていう？、そういう言葉を越えたやり取りが有り得るのが魅力的だってことなんでしょ？　レイプって」
「…意味分かんないんだけど」
「だから、最初口では嫌だって言ってても、実際入れられちゃったら気持ちよくなってくることもあるっていうさ…やられてる女性本人は、後々社会的に不利になるからそんなこと絶対認めないだろうけど」
「そんなわけないじゃない」
「俺もそう思ってた。まさに男中心の妄想の世界を女に押し付けて楽しんでるだけの物で、悪趣味過ぎる、ひど過ぎるって。今でもだから全然レイプ物のＡＶ大嫌いだよ？　でも嫌いな理由が変わってきた」
「…どんな風に？」
「悔しいけど認めざるを得ないケースもあるかなって。レイプ願望みたいな物がある子？、いるかなって」
「うーん…ファンタジーとしてじゃない？　何かあまりに弱弱しい、イニシアチブをかけらも取らないような男子にばっかりに出会ってきて、少々強引な男に出会いたいっていう子はいるかも知れないけど、マジでレイプされたいって女はさすがにいないでしょ？　言ってても多分若い子じゃない？　ただの若気のいたりってやつだと思うよ？」
「でもさ、どんなに好きな彼氏が居ても、突然だったけど、無理やりだったけど、偶然今まで無かった最高のセックスの相性を経験した瞬間、その女性が彼氏以外の相手に絆されてしまうことはあるかもだろ？　可能性としてはゼロじゃないだろ？」
「だったら何なの？」
「男の性戯がその女にハマってしまえば、全てを越えて行くかも知れないってこと。…だから、今まではレイプが非人道的で最悪な行為だから、それを嗜好する男が悪趣味だと思って嫌ってたんだけど、今はそこから始まる男女の関係があるかもしれないこと自体が許せないって感じ。その男も、女も」
「そんなことそうそうあるわけないよ」
「そうとも言い切れないじゃん？」
「超々レアケースだよ。大体そういうことがあったとして、あんた全く部外者じゃない？」
「当事者になる可能性もあるじゃん。…だからさ、結局女にしてみたら、その性行為が自分のせいじゃなく始まったってことだけが重要なんだよ。要は恥かかなきゃいいんだよ。それが分かってるから色々揉めるんでしょ？　女性同士でさ」
「何が？」
「大体レイプ被害を訴えてる女性を糾弾している女性は、同性が攻撃されてるんだから連帯しようっていうより、被害者の見目麗しさが憎くて仕方がない感じがにじみ出てるじゃん？　やっぱり自分だけを見て欲しいって気持ちは、女性の本能の中で何物にも勝るんだと思う」
「…」
「あれ、何か話混じっちゃった」
「何言ってるか良く分かんないよ…」
「とにかく、強力に自分を求めてくれるのなら、レイプだってありな女性の価値観が嫌だって話」
「いや、それ女性一般の話にされるのおかしいから」
「まあ、そうかもね」
「だしさ、その場合の女のリスクの高さ考えてごらんよ？　いくらＨがいいって言ってもさ、そんな男、いい加減な奴だって場合が10割なんじゃない？　結局カップルなんて、関係性を二人して維持して行きたいかどうかなんじゃないの？」
「まあ…ね」
　皆、一様にその音声に聴き入っていた。
「…あのさ、あんた、ヒールでキンタマ蹴り上げられたい？」
「いいや。何、唐突に？」
「でしょ？、でもそれで喜ぶ男性が一定数いたとして、だからその行動が一般的に女性から男性にやられて嬉しいかもしれないこととして社会的に盛り上がり始めたとして、乗れる？」
「…乗れねえ」
「でしょ？　かなり特殊な性癖じゃない？」
「まずいねえだろ」
「でも今あんたが言ってるのはそれと同じことだよ？」
「そうかな」
「ファンタジーとしてのレイプ願望と、実際のレイプはまるで別物だよ」
「そう…だよな。多分」

「失礼します。タンドリーチキンアンドメキシカンピラフの方…」
　そこで音が止まった。

「…ジョナサンやったんや」
　又吉は思った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（了）








　　　　読まずにいられない物語　（３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パリピ

「嘘でしょ？」
「何が？」
「登場人物把握できないんだけど…」
「出来るじゃん。俺、お前、麻巳子、すみれ、夢太朗、女博の関西人、夢太朗の兄ちゃん、ジョナサンのカップル、又吉」
「もう誰も読んでないよ」
「それは大丈夫」
「何で？」
「『君たちはどう生きるか』って本の漫画版あるじゃん？　少し前にすげえ売れて、ジブリが映画化するやつ」
「それが？」
「あれに漫画じゃない文章のページがあるんだよ。結構たっぷり。そこ、皆大体飛ばしてるらしい。だから大丈夫」
「…何が？」
「いや、どのみち文字はやっぱ無理なんだって」
「じゃあダメじゃん」
「でも一応ちゃんと考えてある」
「何を？」
「この文章中にちりばめられた10のキーワードを書いて送ったら、40万相当のポイントがもらえるから。皆ポイント目当てで読む」
「ポイント？」
「電子マネー」
「マジ？」
「というわけで最初のキーワード」

『登場人物の内一人が１００日後に死にます』
「あざといかな？」
「いや、キーワードっていうか、独立して意味持ち過ぎ？　今更だし」
「マジ泣きしたけどな。あの漫画」
「つーかどこに送んの？」
「え？」

「キーワード」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つづく
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